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Ⅰ．これまでの検討（災害時に発生しうる課題の洗い出し）の枠組み
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１．地震発生から30分～３時間

 
：

 
一時避難・・・「電力供給」「人員輸送」

・内宮前駐車場・浦田駐車場の２拠点への避難

・避難被災状況（被災状況、交通情報、避難者情報、災害関連情報等）の把握

・避難者に対する情報の発信

・公共との連絡による情報収集、現状報告、対応協議、必要な援助の要請

２．地震発生から３時間後

 
：

 
本部の立ち上げ、避難拠点の集約・・・「人員輸送」

・浦田駐車場での本部（ボランティアセンター）の立ち上げ

・公共交通機関利用者のサブ体育館への移動

３．地震発生から３時間後～数日間

 
：

 
本部の方針決定に基づく各拠点での避難者対応

・・・「電力供給」「人員輸送・物資運搬」

・ボランティアセンターでの情報収集・発信

・各避難拠点での、情報発信、飲食対策、寒暖対策、救護活動などの活動

・（帰宅可能な状態になれば）帰宅支援

→期間：地震発生から３時間後～数日間、場面：「電力供給」「人員輸送・物資運搬」を、
課題の洗い出し、それに対するEV等活用の、主な検討対象とする



Ⅱ．これまでの検討結果（洗い出された課題）

発生 １日後 ２日後 ３日後 ４日後 ５日後 ～ ９日後
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電気
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復旧

約9割まで

 
復旧

車内待

 
機者

 
（車・バ

 
ス利用

 
者）

道路の安

 
全が確認さ

 
れれば、帰

 
宅

体育館

 
待機者

 
（電車

 
利用

 
者）

線路の安

 
全が確認さ

 
れれば、帰

 
宅

要電力

要輸送手段

電力供給ニーズの発生
～電力が復旧するまでの３～４日間～

・情報収集・発信
・防災拠点としてのサイン掲示
・飲食対策
・寒暖対策
・救護活動

電力供給ニーズの発生
～電力が復旧するまでの３～４日間～

・情報収集・発信
・防災拠点としてのサイン掲示
・飲食対策
・寒暖対策
・救護活動

人員輸送・物資運搬ニーズの発生
～ガソリンが枯渇してからの数週間～

・避難所への移動支援
・必要物資の調達
・救護活動における医療スタッフ・患者の人員輸送
・帰宅支援に向けた復旧した交通拠点までの人員輸送

人員輸送・物資運搬ニーズの発生
～ガソリンが枯渇してからの数週間～

・避難所への移動支援
・必要物資の調達
・救護活動における医療スタッフ・患者の人員輸送
・帰宅支援に向けた復旧した交通拠点までの人員輸送

GS稼働率が
53％にまで低下
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Ⅲ．今後の検討方針
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洗い出した課題に対し、以下の項目について具体的な検討を行い、
EV等の活用方法を検討していく。

「電力供給」が必要な場面で想定される課題について
・課題への対応方法（電力供給以外の方法がないか）
・必要な電気機器
・EV等からの電力供給方法
・EV等の必要台数

・運用に必要なソフト面（ルール、訓練、啓発等）

「人員輸送・物資運搬」が必要な場面で想定される課題について
・課題への対応方法（輸送・運搬以外の方法はないか）
・輸送する人数、運搬する物資
・移動距離
・移動頻度
・運用に必要なソフト面（ルール、訓練、啓発等）

検討の対象地域 ：

 
伊勢おはらい町（昼間に集客）、二見地域（夜間に集客）
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